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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、2024年4月12日に公表した2024年8月期通期（2023年9月1日～2024

年8月31日）の業績予想について、下記のとおり修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2024 年 8 月期通期連結業績予想数値の修正（2023 年 9 月１日～2024 年 8 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 10,800 1,100 1,000 690 80.62 

今回修正予想（Ｂ） 11,600 1,500 1,800 1,200 140.21 

増減額（Ｂ－Ａ） 800 400 800 510  

増減率（％） 7.4 36.4 80.0 73.9  

（ご参考）前期実績 

（2023 年 8 月期） 
12,498 2,247 2,293 1,678 195.66 

 

２．修正の理由 

 半導体・液晶関連事業におきまして、半導体業界の設備投資が低調に推移する中、当社グルー

プを取り巻く環境も厳しい状況で推移しておりましたが、半導体製造装置メーカーの主たる国内

顧客は依然として変化はないものの、米国・中国などの海外顧客においての引き合いが出てきた

ことにより、当社を取り巻く環境が徐々に改善に向けて動き出しました。 

売上面は、米国・中国などの海外顧客において半導体製造装置向けの受注が伸びてきたことを

受けて、売上高を見直しました。 

 利益面は、半導体製造装置向けの受注が徐々に伸びてきたことにより生産稼働率の向上が見込

まれ、また為替相場が大きく円安基調で推移したことによる為替差益（営業外収益）の計上など

により、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益を見直しました。 

 

 上記の予想は、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際

の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


